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工業統計調査にご協力ください平成20年成人式のご案内

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(17:00～9:00)水道修理工事当番表【1月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所(緯31-2121)
へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。

　製造業を営む事業所を対象に平成19年工業

統計調査を12月31日現在で行います。この調

査は、我が国の製造業の実態を明らかにするこ

とを目的としています。１月上旬から２月上

旬にかけて調査員がお伺いしますので、ご協力

をお願いします。調査票に記入していただい

た内容は、統計法に基づき秘密が厳守されます。

　なお、本年の調査から調査項目の一部を改正

しましたので調査票の記入に当たってはご注

意ください。

問い合わせ　文書行政課　緯38-2010

■日時　１月14日（月・祝日）午後１時～

２時（開場午後０時30分）　■会場　ルナ・

ホール　■対象　昭和62年４月２日から63

年４月１日までに生

まれたかた　■内容

チアリーディング

チーム「ＪＵＭＰ

Ｓ」、中国獅子舞「龍

獅團」

問い合わせ

スポーツ・青少年課　緯22-0358

【文学に親しむつどい】

■日時　１月14日(月・祝)午後１時30分～３時　■会場　市民センター401室

■内容　句集を作る楽しみ・読む楽しみ　■講師　神戸大学名誉教授・堀

信夫氏　■申し込み　直接会場へ

【公民館音楽会】「佳代子＆友子・新春名曲コンサート」

■日時　１月26日（土）午後１時30分～３時　■会場　市民センター音楽室

■内容　飯山友子(ソプラノ)、金澤佳代子(ピアノ）　■曲目　からたちの

花／歌劇「夢遊病の女」よりほか　■参加費　500円　■申し込み　往復は

がきに住所・氏名・電話番号・参加人数を記入し、１月16日(水)までに下記へ

問い合わせ　公民館　緯35-0700(〒659-0068　業平町8-24)

公民館の催し

【特別企画】　「能の魅力とその世界を探る」

■日時　１月31日(木)午後１時～２時30分　■会場　ロビーギャラリー　

■参加費　2,000円(ドリンク付き)　■内容　能の魅力を語る（能面・能衣装

も展示）　■講師　観世流能楽師・長山 三郎氏　■申し込み　下記へ

【文学館講座】　“ほっこり”書で遊ぶ講座

■日時　１月20日・２月17日・３月16日・４月20日・５月18日・６月15 日(日)

午前10時～正午　■会場　講義室　■参加費　１回3,000円、３回継続受講

8,000円　■内容　実用的な書を学ぶ　■講師　書道家・石井みやび氏　■

申し込み　下記へ

【展示室】　常設展「谷崎潤一郎　人と作品」

■期間　１月５日～３月23日　■内容　谷崎潤一郎の生涯とその作品につ

いて、書籍・原稿・書簡・遺愛品のほか、今回は文化勲章や賞状なども展示

【ロビーギャラリー】　「伊藤一翔　書道展」

■期間　１月６日～29日、最終日午後３時まで　■内容　書道家・伊藤一翔

氏の作品を展示

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/FAX38-3244
Ｅメール：ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp

谷崎潤一郎記念館の催し

問い合わせ　兵庫県都市計画課　緯078-362-3588

広域都市計画基本方針(阪神地域)策定に係る

意見提出(パブリック・コメント)手続きを実施

　県では、広域都市計画基本方針(阪神地域)の策定に係る県民の意見を募集し

ます。広域都市計画基本方針は、今後行われる阪神間都市計画区域マスター

プランの見直しや芦屋市の都市計画の新しいガイドラインとなるものです。

　１月下旬の意見募集開始後、県ホームページ、県都市計画課・県民局の県

民情報センターおよび市都市計画課で基本方針が閲覧できます。

当番日TEL店　名

１､７､13､19､25､3122-3552中央水道工務所

２､８､14､20､2622-0706原田商会

３､16､22､2832-6302㈲大阪商会

４､11､23､2922-6900西岡設備工業所

５､10､17､3031-8548前忠工業㈱

６､12､18､2422-3565序神明商会

９､15､21､2722-3708越智商会

　
現
在
、
七
十
五
歳
以
上（
一
定
の
障
が
い

の
あ
る
か
た
は
六
十
五
歳
以
上
）
の
か
た
は
、

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
被
用
者
保
険
に
加

入
し
、
老
人
保
健
制
度
に
よ
り
、
医
療
給
付

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

　
七
十
五
歳
以
上
の
か

た
は
す
べ
て
、
兵
庫
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
被
保
険
者
と
な

り
保
険
料
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
下
記
日

程
で
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
説
明
会
の
開
始

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

後
二
時
か
ら
で
す
。

　
当
日
、
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
保
険
医
療
助
成
課
医
療
助
成
担
当
　
緯
映
２
０
３
７

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
説
明
会
　

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

【日時・会場《定員》】

１月15日(火)　竹園集会所《40人》　

１月17日(木）　浜風集会所《38人》

１月18日(金）　奥池集会所《38人》

１月21日(月）　西蔵集会所《38人》

１月22日(火）　前田集会所《28人》＊

１月23日(水）　潮見集会所《38人》

１月24日(木)　陽光町市営集会所《40人》

１月25日(金）　春日集会所《40人》

１月28日(月）　大原集会所《38人》

１月29日(火）　朝日ケ丘集会所《38人》

１月30日(水）　打出集会所《38人》

１月31日(木）　茶屋集会所《38人》

２月２日(土）　翠ケ丘集会所《38人》

＊前田集会所のみ、和室で実施します。

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
場

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
　

 芦屋市環境保全率先実行計画

増減率18年度実績17年度（基準年度）
平成22年度までに

達成すべき 数値目標

3.9％増　38,609.9（ｔ－CO２）　　37,173.1（ｔ－CO２）
①温室効果ガス総排出量の削減

（総排出量を３％以上削減）

14.9％減

 279％増

 1.4％増

 1.3％減

24.2％減

 7.2％減

都市ガス　979,813㎥

重油　　　　10,847㍑

灯油　　　　47,035㍑

ＬＰＧ　　　3,045kg

ガソリン　　64,252㍑

軽油　　　　17,200㍑

都市ガス　1,151,513㎥

重油　　　　　2,862㍑

灯油　　　　　46,374㍑

ＬＰＧ　　　　3,085kg

ガソリン　　　84,758㍑

軽油　　　　　18,532㍑

②市施設等で使用する燃料使用量

　の削減

（使用量を２％以上削減）

 0.6％減31,795,280kwh　　　　31,997,434kwh
③電気使用量の削減

　（使用量を４％以上削減）

3.2％減304,194㎥　　　　　 314,336
３

ｍ 
④水使用量の削減

　（使用量を２％以上削減）

6.0％増　　　　15,684.5千枚　　　　14,790.5千枚
⑤用紙類(コピー用紙)の使用量の

　削減（使用量を10％以上削減）

 0.2

ポイント増

　9.4 ％

　(台数14台／149台)

　9.2％

　(台数15台／162台)

⑥低公害車の導入

　（公用車に占める割合を12％以上）

30.4％増　　　　　 112,090kg　　　　　　85,990kg
⑦紙資源回収の推進

　（回収量を30％以上増）

※「ｔ－CO２」は各種の温室効果ガスの排出量を二酸化炭素の排出量に換算したものです。

※ 数値目標の（　）は５カ年計画で削減する目標値を示します。

　市では、環境への負荷の低減に率先して取り組むとともに、地球温暖化防止の対策として温室効

果ガスの削減に向けた行動計画として、「第２次芦屋市環境保全率先実行計画」を平成19年２月に策

定しました。市役所が一事業者・一消費者としての立場から、市の全ての事務・事業および施設を

対象に19年度から22年度までの５カ年計画として取り組んでいます。ここでは、初年度にあたる平

成18年度の状況についてお知らせします。これからも、地球温暖化防止や環境負荷の低減に向け、

各数値目標を22年度までに達成するため、職員一人一人の日常的な取り組みを徹底していきます。

■プロフィール　　近藤　靖宏(こんどう　やすひろ)氏

　平成15年12月から、市教育委員。東芦屋町在住。70歳。　

教
育
委
員
に

　
　
近
藤
靖
宏
氏
を
選
任

　
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
十
二
月
三
日
に
開
か
れ
た

定
例
市
議
会
で
議
会
の
同
意
を

得
て
、
近
藤
靖
宏
氏
を
任
命
し

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
十
九
年
十
二

月
三
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
十

二
月
二
日
ま
で
の
四
年
間
で
す
。

平成18年度における各数値目標の取り組み結果(各項目の数値目標は、17年度を基準とします)

平成18年度年間実績

問い合わせ　人事課　緯38-2019

問い合わせ　環境課　緯38-2032

広報あしや●　平成20年（2008年）１月　１　日号　No.979２

　
市
で
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
の
五
年
間
を
前
期
と
す
る
少
子
化
対
策
の
行
動
計
画
を
策
定
し
、

二
十
一
年
度
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
地
域
の
関
係
団
体
や
行
政
関
係
機
関
等
で
構
成
す
る
「
推

進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
行
動
計
画
の
全
事
業
の
前

年
度
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
・
学
識
経
験
者
・
地
域
の
関
係
団
体
代
表
者
等
で
構
成
す
る

「
評
価
委
員
会
」
に
よ
る
外
部
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画
」

実
施
状
況
と
評
価
結
果

Ａ評価　目標を達成／事業内容や制度が拡大／前進があったと認められる

Ｂ評価　事業内容に変化がなく継続／過去から実施状況が変わらない

Ｃ評価　目標が未達成／事業内容や制度後退

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
年
賀
状
等
で
の

ご
あ
い
さ
つ
が
公
職
選
挙
法
に
よ
り
原
則
的

に
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
例
年
市
広
報
紙
を
通
じ
て
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
二
十
一
人
は
、
昨
年
四
月
の
統
一

地
方
選
挙
で
市
民
の
負
託
を
受
け
、
六
月
十

一
日
か
ら
四
年
間
の
任
期
で
活
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
財

政
再
建
に
向
け
た
行
政
改
革
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
中
、
私
た
ち
市
議
会
議
員
も
非

常
に
難
し
い
判
断
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
民
意
の
反
映

と
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
使
命
を
全
う
す

る
た
め
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
日
々
の
研
さ

ん
を
重
ね
て
ま
い
る
決
意
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
、

新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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順
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謹
賀
新
年

◆
次
世
代
育
成
支
援
対
策

　
　
　
　
　
　
　
推
進
行
動
計
画
と
は
◆

　
急
速
な
少
子
化
の
進
行
と
、
子
育
て
家
庭

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
次
代

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま

れ
、
育
成
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、

市
町
村
で
は
行
動
計
画
の
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

21年度目標18年度実績計画策定時実績事　 業 　名

２カ所、10人/日２カ所、10人/日１カ所、５人/日一時保育事業

１カ所

協力会員数の増加

１カ所

協力会員189人

１カ所

協力会員92人

ファミリー・サポート・

センター事業

６カ所６カ所５カ所ショートステイ事業

４カ所(拠点1カ所)４カ所３カ所子育て広場

６カ所(拠点1カ所)６カ所６カ所園庭開放(保育所)

６カ所(拠点1カ所)６カ所６カ所体験保育

２カ所(拠点1カ所)２カ所２カ所出前保育

１カ所１カ所―つどいの広場事業

10カ所10カ所９カ所通常保育事業

10カ所10カ所９カ所延長保育事業

１カ所検討―病児・病後児保育事業

８カ所８カ所８カ所
放課後児童健全育成事業

(留守家庭児童会)

第34回 人権教育研究大会分科会

■日時　１月18日(金)午後３時30分～

５時30分※ＰＴＡ分科会のみは午前９

時30分～11時30分　■会場　市民セン

ター301室ほか　■内容　幼稚園・学

校・ＰＴＡ・社会教育からの実践報告

■一時保育　２歳から就学前の幼児　

■申し込み　直接会場へ＊一時保育を

希望するかたは15日(火)までに下記へ

問い合わせ

人権教育推進協議会(生涯学習課内)

緯38-2091

　
市
で
は
、
十
二
年
度
か
ら
進
め
て
い
た

「
児
童
健
全
育
成
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
）
」
を
発
展
的
に
見
直
し
て
、
次
世
代
育

成
支
援
と
し
て
市
が
取
り
組
む
対
策
や
達

成
目
標
を
定
め
て
行
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
五
年
を
一
期
と
し
て
定
め

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
十
七
年
度
か
ら
二

　　平成20年度市職員（幼稚園教員）を募集します。　

　　受験を希望されるかたは、本市所定の受験申込書・

　受験票等の必要書類をそろえて申し込んでください。

　　採用案内は、市役所本庁舎北・南館受付および北

　館４階教職員課で配布します。また、ホームページ

　からもダウンロードできます。

　　郵便で請求される場合は、必ず140円切手を貼付し

　た返信用封筒(角２号)を同封してください。

【募集要領】　

■職種と募集人数　幼稚園教員　若干名　■受験資格　昭和57年４月２日以降出生の

人で、　幼稚園教諭普通免許を有する人または平成20年３月31日までに取得見込みの

人　■募集期間　１月９日～24日　＊郵便の場合は、募集期間中に必着のこと。■試

験日　２月３日(日)　■試験会場　精道中学校　■採用予定日　４月１日

問い合わせ　教職員課　緯38-2003
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。
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<特定事業の実施状況>

主　 な 　事 　業割合事業数評価基本目標

ショートステイ、つどいの広場、就労の資格取得援助39％44Ａ家庭におけ

る子育てへ

の支援
園庭開放、体験・出前保育、子育てグループの育成56％62Ｂ

カウンセリングセンターの相談、空き店舗の活用５％６Ｃ

妊婦血液検査、救急法の学習、乳幼児医療費助成41％21Ａ母と子ども

の健康の確

保と増進
妊産婦・新生児訪問、救急医療体制の充実45％23Ｂ

心身障がい児・母子家庭等医療費助成14％７Ｃ

集会所有効活用、女性の相談、スクールカウンセラー配置36％56Ａ豊かな心・

健やかな体

を育む環境

づくり

公園等整備、学校評議員制度の拡充、児童館の充実54％83Ｂ

中高生をリーダーとするボランティア活動、金曜シネサロン10％16Ｃ

延長保育、ファミリーサポートセンター、留守家庭児童会43％15Ａ仕事と子育

ての両立の

推進
乳児保育、就労支援の情報提供、幼・保の連携強化49％17Ｂ

夜間保育、病児・病後児保育、休日・年末保育８％３Ｃ

施設ユニバーサルデザイン化、関係機関のパトロール強化33％６Ａ親子が安心

して快適に

暮らせる環

境の整備

住宅に関する情報提供、通学路等維持補修61％11Ｂ

有人交番の推進６％１Ｃ

<全事業の評価結果>

問い合わせ
こども課
緯38-2045

　詳しくは、市ホームページまたは

行政情報コーナーでご覧ください。

★　平成20年度　★

保育所入所児童の受け付け

　４月に保育所への入所を希望す

る乳幼児の申し込みを、受け付けま

す。

■対象　市内在住で、保護者が就労

等のため保育できない家庭の平成

14年４月２日から19年12月31日生

まれの乳幼児　 ■申し込み　１月７日～25日(土・

日・祝日は除く)午前９時～午後５時15分に、下記へ

問い合わせ　こども課　緯38-2045

☆  親子一緒に作って食べよう  ☆

　旬の食材を使って、簡単においしい昼食・おやつ作りを

親子で楽しみましょう。

■日時　１月21日(月)午前10時30分～午後１時　■定員　

先着・親子８組　■内容　昼食とおやつ　■会場　西蔵集

会所洋室Ｂ　■参加費　１世帯300円

（当日徴収）　■持ち物　エプロン・三

角巾・子ども用のおはし(フォーク等）

■申し込み　１月７日(月)午前９時か

ら電話で下記へ

問い合わせ　子育てセンター　緯31-8006

平成20年度

市職員(幼稚園

教員)を募集


